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は
じ
め
に

『
他
師
破
決
集
』
の
撰
者
で
あ
る
侍
従
僧
正
了
賢
（
一
二
七
九
～
一
三
四
七
）
は
、『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
心
蓮
院
本１
） 

に
は
、

了
賢
僧
正　
　

侍
従
、
毛
利
時
賢
子
、
了
遍
僧
正
御
附
法
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
附
法
八
人

と
説
か
れ
、
ま
た
同
じ
く
『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
恵
山
書
写
本２
） 

に
は
、

了
賢
僧
正　
　

侍
従
、
毛
利
親
宗
子
、
了
遍
僧
正
附
法
、
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
正
安
元
年
十
一
月
十
九
日
、

於
菩
提
院
道
場
、
対
大
僧
正
了
遍
受
灌
頂
、
色
衆
八
口
、
教
授
前
大
僧
正
禅
助
、
但
別
座
、
貞
和
三

年　

月　

日
、
入
滅

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
毛
利
時
賢
、
あ
る
い
は
毛
利
親
宗
の
子３
で
あ
り
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
仁
和
寺
菩
提
院
に

お
い
て
了
遍
（
一
二
二
四
～
一
三
一
一
）
よ
り
灌
頂
を
受
け
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
の
学
頭
と
な
っ
た
学
匠
で
あ
る
。

了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
訳
注
（
六
）
―
巻
第
一
ノ
六
―
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ま
た
、
そ
の
主
著
『
他
師
破
決
集
』
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
に
よ
れ
ば４
、
他
宗
の
諸
学
匠
（
徳
一
・
道
詮
・
珍
海
・

最
澄
・
円
珍
・
安
然
・
兼
証
・
淡
海
三
船
等
）
が
東
密
の
教
義
等
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
疑
難
を
破
す
る
た
め
の
書
で
あ
り
、

三
十
一
の
条
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
の
奥
書
に
は
、「
元
徳
三
年
正
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一。
法
印

権
大
僧
都
了
賢５

」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
巻
五
の
奥
書
に
は
、「
正
慶
元
年
五
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一
／
法
印

権
大
僧
都
了
賢６

」
と
あ
る
通
り
、元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）、正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
の
頃
に
「
大
覚
寺
殿７
」
の
仰
せ
に
よ
っ

て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
他
師
破
決
集
』
は
、
先
行
研
究
で
は
、
主
に
徳
一
の
『
真
言
宗
未
決
文
』
に
対
す
る
反
駁
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
学
匠
に
対
す
る
反
駁
が
扱
わ
れ
た
論
稿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
は
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
み
で
あ
り
、
了
賢
や
『
他
師
破
決
集
』
自
体
を
扱
っ
た
研
究
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
『
他
師
破
決
集
』
の
全
体
像
を
把
捉
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
訳
注
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
訳
注
に
お

い
て
用
い
る
の
は
、「
承
応
二
年
刊
本
」
を
底
本
、「
仁
和
寺
蔵
古
写
本
」
を
対
校
本
と
し
た
、『
真
言
宗
全
書
』
巻
二
一

所
収
の
本
で
あ
る
。
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凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
の
【
原
文
】
に
、【
訓
読
】・【
典
拠
】・【
解
説
】
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、 【
原
文
】
は
、詳
細
な
【
解
説
】
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、条
目
を
更
に
細
か
く
区
切
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、【
訓

読
】
を
表
記
し
て
い
る
た
め
、【
原
文
】
に
返
り
点
を
付
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

三
、
条
目
に
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
七
頁
上
～
一
二
八
頁
上
）
に
し
た
が
っ
て
通
番
号
を
付
し
た
。
巻
第
一
ノ
六

に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

六
、
大
日
経
第
七
巻
説
者
事

四
、【
原
文
】
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
類
も
含
め
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
踊
り
字
も

元
の
字
体
に
改
め
た
。
中
略
を
示
す
「
〇
」
に
つ
い
て
は
【
原
文
】【
訓
読
】
と
も
に
「
…
…
（
中
略
）
…
…
」
と
表

記
し
た
。

五
、【
訓
読
】
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
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の
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
書
名
は
原
則
と
し
て
『　

』
で
囲
い
、引
用
文
も
「　

」
で
囲
っ
た
。
ま
た
割
注
に
は
〈　

〉

を
付
し
た
。

六
、【
典
拠
】
に
お
け
る
主
要
引
用
文
献
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

　
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
大
正
、『
弘
法
大
師
全
集
』
→
弘
全
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
→
仏
全

『
真
言
宗
全
書
』
→
真
全
、『
続
天
台
宗
全
書
』
→
続
天
全
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
→
国
大

七
、【
解
説
】
は
、
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
現
代
語
訳
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

	

訳
注
研
究

【
原
文
】　

徳
一
未
決
云
、
経
巻
数
疑
者
、
開
元
釈
教
目
録
云
、
毘
盧
遮
那
経
七
巻
善
無
畏
三
蔵
訳
。
今
彼
経
、
攬
其
文
句
、
毘
盧
遮

那
如
来
、
対
金
剛
手
菩
薩
三
十
一
品
。
此
即
第
六
巻
未
（
末
歟
）載
嘱
累
品
終
行
云
歓
喜
奉
行
。
是
以
明
知
、
正
初
六
巻
是
毘
盧
遮

那
仏
所
説
。
彼
第
七
巻
、
此
是
誰
語
。
若
言
毘
盧
遮
那
所
説
者
、
何
故
彼
第
七
巻
初
云
稽
首
毘
盧
遮
那
仏
。
准
此
文
知
、
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彼
第
七
巻
是
人
所
作
非
仏
所
説
。
此
義
未
決
文
。

【
訓
読
】

徳
（
１
）
一
の
『
未
決
』
に
云
く
、「
経
巻
数
疑
と
は
、『
開
（
２
）
元
釈
教
目
録
』
に
云
く
、「
毘
盧
遮
那
経
七
巻
善
無
畏
三
蔵
の
訳
」
と
。

今
彼
の
経
、
其
の
文
句
を
攬
る
に
、
毘
盧
遮
那
如
来
、
金
剛
手
菩
薩
に
対
す
る
は
三
十
一
品
な
り
。
此
れ
即
ち
第
六
巻
の

末
に
載
せ
た
る
嘱
累
品
の
終
行
に
「
歓
（
３
）
喜
奉
行
」
と
云
う
。
是
を
以
て
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
正
し
く
初
め
の
六
巻
は
是
れ

毘
盧
遮
那
仏
の
所
説
な
り
。
彼
の
第
七
巻
、
此
れ
は
是
れ
誰
の
語
ぞ
。
若
し
毘
盧
遮
那
の
所
説
な
り
と
言
は
ば
、
何
が
故

ぞ
彼
の
第
七
巻
の
初
め
に
「
稽
首
毘
盧
遮
那
仏
」
と
云
う
。
此
の
文
に
准
じ
て
知
ん
ぬ
、
彼
の
第
七
巻
は
是
れ
人
の
所
作

に
し
て
仏
の
所
説
に
非
ず
。
此
の
義
未
だ
決
せ
ず
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）
徳
一
の
『
未
決
』：
徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』（
大
正
七
七
・
八
六
五
頁
上
）。

（
２
）『
開
元
釈
教
目
録
』：
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』
巻
九
に
、「
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
七
巻
第
七
一
巻
是
念
誦

法
…
…
（
中
略
）
…
…
沙
門
輸
波
迦
羅
、
唐
言
二
善
無
畏
一。
中
印
度
人
。
…
…
（
中
略
）
…
…
遂
為
二
沙
門
一
行
一
訳
二

大
毘
盧
遮
那
経
一
」（
大
正
五
五
・
五
七
一
頁
下
～
五
七
二
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）
歓
喜
奉
行
：『
大
日
経
』
巻
六
「
嘱
累
品
第
三
一
」
の
終
わ
り
に
、「
時
仏
説
二

此
経
一

已
。
一
切
持
金
剛
者
、
及
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普
賢
等
上
首
諸
菩
薩
、
聞
二
仏
所
説
一、
皆
大
歓
喜
、
信
受
奉
行
。
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
巻
第
六
」（
大
正

一
八
・
四
四
頁
下
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、『
大
日
経
』
巻
七
の
説
者
が
誰
で
あ
る
の
か
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
提
起
す
る
に
あ

た
り
、
徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』「
経
巻
数
疑
」
を
引
用
す
る
。

こ
の
引
用
文
に
お
い
て
徳
一
は
、「『
開
元
録
』
に
は
「『
大
日
経
』
七
巻
は
善
無
畏
の
訳
」
と
あ
る
も
の
の
、
経
典
を

見
る
限
り
、
巻
六
の
「
嘱
累
品
第
三
一
」
ま
で
が
大
日
如
来
の
説
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
も
し
巻
七
ま
で
も
が
大
日
如
来

の
所
説
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
巻
七
の
冒
頭
に
「
毘
盧
遮
那
仏
に
稽
首
す
」
と
あ
る
の
は
お
か
し
い
。
そ
の
た
め
、『
大

日
経
』
巻
七
は
大
日
如
来
の
所
説
で
は
な
く
、
人
の
所
説
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

【
原
文
】

問
。
大
日
経
第
七
巻
大
日
所
説
可
云
耶
。
答
。
爾
。

【
訓
読
】
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問
う
。『
大
日
経
』
第
七
巻
は
大
日
の
所
説
な
り
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
。
爾
な
り
。

【
解
説
】

本
条
目
の
初
重
の
問
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
真
言
宗
未
決
文
』
の
記
述
を
受
け
て
、
問
者
が
『
大
日
経
』
の
巻
七

は
大
日
如
来
の
所
説
で
あ
る
の
か
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
答
者
は
、『
大
日
経
』
巻
七
は
大
日
如
来
の
所
説
で
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
。

【
原
文
】

難
云
、
勘
大
日
経
首
尾
、
第
六
巻
有
嘱
累
品
。
又
第
七
巻
有
稽
首
毘
盧
遮
那
之
言
。
明
知
、
仏
説
一
部
限
前
六
巻
、
第
七

巻
者
後
人
所
造
也
。
是
以
不
思
議
疏
説
無
畏
三
蔵
、於
金
粟
王
塔
下
感
見
、十
四
巻
義
釈
判
無
畏
三
蔵
、於
烏
仗
曩
国
撰
出
。

爾
者
難
思
。
如
何
。

【
訓
読
】

難
じ
て
云
く
、『
大
日
経
』
の
首
尾
を
勘
ず
る
に
、第
六
巻
に
嘱
累
品
有
り
。
又
第
七
巻
に
「
稽
（
１
）
首
毘
盧
遮
那
」
の
言
有
り
。
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明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
仏
説
の
一
部
は
前
の
六
巻
に
限
り
、
第
七
巻
は
後
人
の
所
造
な
り
。
是
を
以
て
『
不
（
２
）
思
議
疏
』
に
は

「
無
畏
三
蔵
、
金
粟
王
塔
下
に
於
て
感
見
す
」
と
説
き
、
十
（
３
）
四
巻
『
義
釈
』
に
は
「
無
畏
三
蔵
、
烏
仗
曩
国
に
於
て
撰
出
す
」

と
判
ず
。
爾
ら
ば
思
い
難
し
。
如
何
ん
。

【
典
拠
】

（
１
）
稽
首
毘
盧
遮
那
：『
大
日
経
』
巻
七
「
供
養
次
第
法
中
真
言
行
学
処
品
第
一
」
の
冒
頭
に
、「
稽
下
首
毘
盧
遮
那
仏

　

開
二
敷
浄
眼
一
如
中
青
蓮
上　

我
依
二
大
日
経
王
一
説
二　

供
養
所
資
衆
儀
軌
一　

為
レ
成
二
次
第
真
言
法
一　

如
レ
彼
当

レ
得
二
速
成
就
一
」（
大
正
一
八
・
四
五
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
２
）『
不
思
議
疏
』：
不
可
思
議
撰
『
大
日
経
供
養
次
第
法
疏
』
巻
上
に
、「
乃
至
北
天
竺
乃
有
二

一
城
一、
名
二

乾
陀
羅
一。

其
国
之
王
、
仰
二
憑
和
上
一
受
レ
法
念
誦
。
其
経
文
広
義
深
、
不
レ
能
三
尋
二
遂
供
養
次
第
一。
求
二
請
和
尚
供
養
方
法
一。

和
上
受
レ
請
、
於
二
金
粟
王
所
レ
造
塔
辺
一
求
二
聖
加
被
一、
此
供
養
法
忽
現
二
空
中
一、
金
字
炳
然
。
和
上
一
遍
略
読
、
分

明
記
著
。
仰
レ
空
云
、
誰
所
レ
造
也
。
云
、
我
所
レ
造
也
。
云
、
誰
我
也
。
云
、
我
是
文
殊
師
利
也
。
即
喚
二
書
人
一

遂
便
写
取
、
即
与
二
其
王
一
本
一、
自
写
二
一
本
一、
随
レ
行
将
行
、
流
二
通
四
方
一
也
。
所
謂
小
子
者
、
厥
号
善
無
畏
三

蔵
和
上
、
即
是
。
小
僧
不
可
思
議
、
多
幸
、
面
諮
二
和
上
一
所
レ
聞
法
要
、
随
分
抄
記
」（
大
正
三
九
・
七
九
〇
頁
中
）
と

あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）
十
四
巻
『
義
釈
』：『
大
日
経
義
釈
』
巻
八
に
「
阿
闍
梨
、
於
二
烏
仗
曩
国
一
撰
二
出
毘
盧
遮
那
供
養
次
第
法
一
」（
続
天
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全
密
１
・
三
五
二
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

【
解
説
】

本
条
目
の
二
重
の
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
者
は
、『
真
言
宗
未
決
文
』
に
お
け
る
徳
一
と
同
様
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
、

巻
六
末
に
「
嘱
累
品
第
三
一
」
が
あ
り
、
巻
七
冒
頭
に
「
稽
首
毘
盧
遮
那
」
と
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
、『
大
日
経
』
は

巻
六
ま
で
が
大
日
如
来
の
所
説
で
あ
り
、
巻
七
は
大
日
如
来
の
説
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
。

さ
ら
に
、『
大
日
経
供
養
次
第
法
疏
』
巻
上
の
「
供
養
次
第
法
は
善
無
畏
が
金
粟
王
の
塔
下
に
お
い
て
感
見
し
た
も
の
」

と
い
う
記
述
、
な
ら
び
に
、『
大
日
経
義
釈
』
巻
八
に
「
阿
闍
梨
（
善
無
畏
）
は
烏
仗
曩
国
に
お
い
て
「
毘
盧
遮
那
供
養
次

第
法
」
を
撰
出
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、『
大
日
経
』
巻
七
は
大
日
如
来
の
所
説
で
な
い
と
主
張
す
る
。

【
原
文
】

答
云
、
不
空
諸
部
要
目
云
、
大
本
十
万
偈
可
有
三
百
巻
経
。
唐
国
所
訳
略
本
七
巻
文
。
依
此
文
、
七
巻
同
仏
説
而
不
交
後

人
之
詞
事
者
分
明
也
。
何
況
龍
猛
菩
提
心
論
中
、
載
名
字
引
第
七
巻
文
。
豈
非
仏
説
耶
。
又
大
師
開
題
云
、
頌
文
三
千
経

巻
七
軸
文
。
是
伝
法
聖
者
、縮
広
本
為
略
本
三
千
頌
七
巻
経
也
。
唐
本
訳
略
本
故
随
而
七
巻
有
之
歟
。
広
本
既
大
日
直
説
也
。

略
本
豈
加
後
人
之
説
耶
。
但
至
難
勢
者
、
前
六
巻
者
三
十
一
品
終
篇
、
第
七
巻
者
別
説
供
養
法
行
儀
故
別
巻
也
。
於
帰
命
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句
者
、
雖
仏
説
、
訳
者
、
置
此
詞
。
諸
儀
軌
等
例
証
多
之
。
加
之
、
孔
雀
経
初
有
三
宝
帰
命
之
言
。
是
訳
者
所
置
也
。
尤

可
為
准
的
歟
。
不
思
議
疏
等
者
、
安
然
猶
以
互
破
之
。
何
況
東
寺
依
用
之
耶
。
所
詮
龍
猛
所
引
、
並
諸
部
要
目
為
亀
鏡
之

上
者
、
餘
師
釈
違
害
者
可
棄
厭
之
歟
。

【
訓
読
】

答
え
て
云
く
、
不
（
１
）
空
の
『
諸
部
要
目
』
に
云
く
、「
大
本
は
十
万
偈
に
し
て
三
百
巻
の
経
有
る
べ
し
。
唐
国
所
訳
の
略

本
は
七
巻
な
り
」
と
文
り
。
此
の
文
に
依
ら
ば
、
七
巻
は
同
じ
く
仏
説
に
し
て
後
人
の
詞
を
交
え
ざ
る
事
は
分
明
な
り
。

何
に
況
ん
や
龍
（
２
）
猛
の
『
菩
提
心
論
』
の
中
に
、
名
字
を
載
せ
第
七
巻
の
文
を
引
く
。
豈
に
仏
説
に
非
ざ
る
や
。
又
大
（
３
）
師
の

『
開
題
』
に
云
く
、「
頌
文
三
千
経
巻
七
軸
」
と
文
り
。
是
れ
伝
法
の
聖
者
、
広
本
を
縮
め
て
略
本
三
千
頌
の
七
巻
経
と
為

す
な
り
。
唐
本
は
略
本
を
訳
す
る
が
故
に
随
っ
て
七
巻
こ
れ
有
る
か
。
広
本
は
既
に
大
日
の
直
説
な
り
。
略
本
に
豈
に
後

人
の
説
を
加
え
ん
や
。
但
し
難
勢
に
至
っ
て
は
、
前
の
六
巻
は
三
十
一
品
に
し
て
篇
を
終
え
、
第
七
巻
は
別
し
て
供
養
法

行
儀
を
説
く
が
故
に
別
巻
な
り
。
帰
命
の
句
に
於
て
は
、
仏
説
な
り
と
雖
も
、
訳
者
、
此
の
詞
を
置
く
。
諸
（
４
）
儀
軌
等
に
例

証
こ
れ
多
し
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、『
孔

（
５
）
雀
経
』
の
初
め
に
三
宝
帰
命
の
言
有
り
。
是
れ
訳
者
の
置
く
所
な
り
。
尤
も
准

的
と
為
す
べ
き
か
。『
不
（
６
）
思
議
疏
』
等
は
、安
然
猶
お
以
て
互
い
に
こ
れ
を
破
す
。
何
に
況
ん
や
東
寺
こ
れ
を
依
用
す
る
や
。

所
詮
龍
猛
の
所
引
、
並
び
に
『
諸
部
要
目
』
を
亀
鏡
と
為
す
の
上
は
、
餘
師
の
釈
た
る
違
害
は
こ
れ
を
棄
厭
す
べ
き
か
。
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【
典
拠
】

（
１
）
不
空
の
『
諸
部
要
目
』：
不
空
訳
『
都
部
陀
羅
尼
目
』（
大
正
一
八
・
八
九
九
頁
上
）。

（
２
）
龍
猛
の
『
菩
提
心
論
』：
伝
龍
猛
撰
『
菩
提
心
論
』
に
、「
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
云
、
若
無
二
勢
力
広
増
益
一、

住
レ
法
但
観
二
菩
提
心
一。
仏
説
下
此
中
具
二
万
行
一、
満
中
足
浄
白
純
浄
法
上
也
」（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
下
）
と
、『
大
毘

盧
遮
那
経
』
と
い
っ
て
『
大
日
経
』
巻
七
「
供
養
次
第
法
中
真
言
行
学
処
品
第
一
」（
大
正
一
八
・
四
五
頁
中
）
を
引

用
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）
大
師
の
『
開
題
』：
空
海
撰
『
大
日
経
開
題
』
に
、「
此
経
総
有
二
三
本
一。
一
法
爾
常
恒
本
、
諸
仏
法
曼
荼
羅
是
也
。

二
分
流
広
本
、
龍
猛
所
二
誦
伝
一
十
万
頌
経
是
也
。
三
略
本
、
有
二
三
千
餘
頌
一。
雖
二
頌
文
三
千
、
経
巻
七
軸
一、
然
猶

以
レ
略
摂
レ
広
、
以
レ
少
持
レ
多
」（
弘
全
一
・
六
八
八
頁
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
４
）
諸
儀
軌
等
：
例
え
ば
、『
摂
大
儀
軌
』
に
は
冒
頭
に
「
稽
首
毘
盧
遮
那
仏
」（
大
正
一
八
・
六
五
頁
上
）
と
あ
り
、
ま
た

二
巻
本
の
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』（
二
巻
本
儀
軌
）
の
冒
頭
に
も
「
稽
首
薄
伽
梵
」（
大

正
一
八
・
三
一
〇
頁
上
）
と
あ
る
な
ど
、
諸
儀
軌
に
も
帰
命
の
句
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
５
）『
孔
雀
経
』：
僧
伽
婆
羅
訳
『
孔
雀
王
呪
経
』
巻
上
の
冒
頭
に
「
礼
仏
法
僧
」（
大
正
一
九
・
四
四
六
頁
中
）
と
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
訳
者
不
明
の
『
仏
説
大
金
色
孔
雀
王
呪
経
』
の
冒
頭
に
、「
南
無
仏
、
南
無
法
、
南
無
比
丘
僧
」（
大

正
一
九
・
四
七
九
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
６
）『
不
思
議
疏
』
～
を
破
す
：
安
然
撰
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
に
、「
問
。
大
日
経
義
釈
云
十
四
巻
本
文
。

二
十
巻
本
無
也

、
阿
闍
梨
、
於
二
烏
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仗
曩
国
一
撰
二
出
供
養
次
第
法
一
取
意
也

。
略
有
二
五
分
一、
与
二
第
七
巻
供
養
法
一
同
。
而
何
故
此
菩
提
心
論
引
二
彼
毘
盧
遮

那
経
供
養
次
第
法
文
一

耶
。　
答
。
菩
提
心
論
云
、
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
云
、
若
無
二

勢
力
広
経
作
二

繞
字
一

増
益
一

…
…
（
中
略
）
…
…
文
。
今
大
日
経
第
七
巻
供
養
法
初
有
二
此
文
一
也
。
故
三
蔵
、於
二
烏
仗
曩
国
一
所
二
撰
出
一
供
養
法
、

即
第
七
巻
也
。
而
彼
第
七
巻
供
養
法
疏
云
、
和
上
毱
（
イ
無
畏
）多
、
於
二
金
粟
王
塔
下
一
感
得
。
文
殊
現
二
金
色
字
一
於
二
虚
空

中
一
持
二
供
養
法
一、
以
授
二
無
畏
一
云
云
。
故
知
、
無
畏
、
在
二
烏
仗
曩
国
一
出
二
彼
所
一レ
承
、
時
人
不
レ
了
云
二
三
蔵
撰
出
一。

此
義
釈
、
本
三
蔵
説
、
一
行
記
。
智
儼
治
、
温
古
再
治
。
故
本
記
外
多
加
二
人
言
一。
故
知
、
菩
提
心
論
所
レ
引
供
養

次
第
法
者
、
天
竺
本
。
見
二
彼
文
一
非
レ
引
下
三
蔵
、
在
二
烏
仗
曩
一
所
レ
造
文
上
也
」（
大
正
七
五
・
四
五
一
頁
下
～
四
五
二

頁
上
）
と
、
善
無
畏
の
烏
仗
曩
国
撰
出
説
を
疑
う
も
、
同
じ
く
安
然
撰
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』（『
八
家

秘
録
』）
巻
上
に
、「
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
法
疏
二
巻
不
可
思
議
。
義
釈
仁
和
尚
本
云
、
三
蔵
、
於
二
烏
底
那
国
一
作
二

此
供
養
法
一。
而
此
疏
云
、
空
中
示
二
現
金
色
字
一。
故
人
多
疑
」（
大
正
五
五
・
一
一
一
五
頁
上
）
と
、
金
粟
王
塔
下
に
お

け
る
感
得
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
両
文
が
あ
る
こ
と
を
指
す
か
。

【
解
説
】

第
二
重
の
難
を
受
け
て
の
答
者
の
主
張
で
あ
る
。
答
者
は
、『
都
部
陀
羅
尼
目
』
に
「『
大
日
経
』
の
大
本
は
十
万
偈

三
百
巻
で
あ
り
、
中
国
で
善
無
畏
が
訳
し
た
『
大
日
経
』
は
略
本
で
あ
っ
て
七
巻
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
第

七
巻
は
第
一
～
六
巻
と
同
様
に
大
日
如
来
の
説
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
の
説
い
た
言
葉
が
交
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
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で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
龍
猛
の
『
菩
提
心
論
』
に
は
、「
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
云
」
と
、『
大
日
経
』
の
名
を
示

し
た
う
え
で
巻
七
の
文
を
引
い
て
い
る
た
め
、
巻
七
が
大
日
如
来
の
所
説
で
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
空
海
の
『
大
日
経
開
題
』
は
、「（『
大
日
経
』
の
略
本
は
）
頌
文
三
千
、
経
巻
七
軸
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
こ
の
『
大
日
経
開
題
』
の
文
は
、
伝
法
の
聖
者
が
、
龍
猛
所
伝
の
十
万
頌
の
『
大
日
経
』
広
本
を
縮
め
て
、

三
千
頌
七
巻
の
略
本
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
、唐
の
本
は『
大
日
経
』の
略
本
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

七
巻
な
の
で
あ
る
と
す
る
。
広
本
が
大
日
如
来
の
直
説
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
縮
め
た
略
本
も
大
日
如
来
の
所
説
で
あ
り
、

人
の
説
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、『
大
日
経
』
巻
七
が
大
日
如
来
の
直
説
で
あ
る
こ
と

を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
問
者
の
「
巻
六
末
に
「
嘱
累
品
第
三
一
」
が
あ
り
、
巻
七
冒
頭
に
「
稽
首
毘
盧
遮
那
」
と
あ
る
」
と
い
う
指
摘

に
対
し
て
は
、
第
七
巻
は
供
養
法
行
儀
を
説
く
た
め
に
別
巻
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
帰
命
の
句
（「
稽
首
毘
盧
遮
那
」

の
文
言
）
に
つ
い
て
は
、
訳
者
で
あ
る
善
無
畏
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、『
孔
雀
経
』
の
冒
頭
に
お
い
て

も
三
宝
帰
命
の
文
が
あ
り
、
こ
れ
も
訳
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、
問
者
の
指
摘
す
る
『
大
日
経
供
養
次
第
法
疏
』、
な
ら
び
に
『
大
日
経
義
釈
』
の
文
に
対
し
て
は
、
安
然
の
『
菩

提
心
義
抄
』・『
八
家
秘
録
』
に
お
い
て
、
両
文
に
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
た
め
、
東
寺
（
東
密
を
指
す
か
、
東
寺
教
学
の
み

を
指
す
か
は
不
明
）
が
こ
れ
ら
を
根
拠
と
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。

東
密
あ
る
い
は
東
寺
教
学
は
、
第
七
巻
の
説
者
に
つ
い
て
『
菩
提
心
論
』
と
『
都
部
陀
羅
尼
目
』
の
文
を
根
拠
と
し
て
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い
る
た
め
、
安
然
（
餘
師
）
の
見
解
を
採
用
す
る
こ
と
は
な
い
と
反
論
し
て
い
る
。

【
原
文
】

仏
説
支
証
事

諸
部
要
目
云
、
上
引
之
。

貞
元
録
十
四
云
、
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
七
巻
第
七
巻
是
念
誦
法
。
開
元

十
三
年
於
東
都
大
福
光
寺
訳

。
…
…
（
中
略
）
…
…
至
十
二
年
、
随
駕
入
洛
、
於

大
福
光
寺
安
置
。
遂
為
沙
門
一
行
訳
大
毘
盧
遮
那
経
文
。

菩
提
心
論
云
、
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
云
、
若
無
勢
力
広
増
益
、
住
法
但
観
菩
提
心
。
…
…
（
中
略
）
…
…
文
。

【
訓
読
】

仏
説
支
証
の
事

『
諸
（
１
）
部
要
目
』
に
云
く
、〈
上
に
こ
れ
を
引
け
り
〉。

『
貞
（
２
）
元
録
』
十
四
に
云
く
、「『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
七
巻
〈
第
七
巻
は
是
れ
念
誦
法
な
り
。
開
元
十
三
年

に
東
都
大
福
光
寺
に
於
て
訳
す
〉。
…
…
（
中
略
）
…
…
十
二
年
に
至
り
、
駕
に
随
っ
て
入
洛
し
、
大
福
光
寺
に
於
て
安
置

す
。
遂
に
沙
門
一
行
の
為
に
『
大
毘
盧
遮
那
経
』
を
訳
す
」
と
文
り
。
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『
菩
（
３
）
提
心
論
』
に
云
く
、「『
大
毘
盧
遮
那
経
』
供
養
次
第
法
に
云
く
、「
若
し
勢
力
の
広
く
増
益
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、

法
に
住
し
て
但
し
菩
提
心
を
観
ず
べ
し
。
…
…
（
中
略
）
…
…
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
諸
部
要
目
』：
不
空
訳
『
都
部
陀
羅
尼
目
』（
大
正
一
八
・
八
九
九
頁
上
）
を
指
す
。

（
２
）『
貞
元
録
』
十
四
：
円
照
撰
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
一
四
（
大
正
五
五
・
八
七
四
頁
下
）。

（
３
）『
菩
提
心
論
』：
伝
龍
猛
撰
『
菩
提
心
論
』（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
下
）。

【
解
説
】

こ
れ
よ
り
以
降
は
、「
仏
説
支
証
の
事
」・「
無
畏
感
見
の
事
」・「
無
畏
撰
出
の
事
」
の
三
項
目
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
証
を
挙
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
よ
り
以
降
は
、
引
用
さ
れ
た
文
献
を
現
代
語
訳
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
「
仏
説
支
証
の
事
」
で
は
、『
大
日
経
』
巻
七
が
大
日
如
来
の
所
説
で
あ
る
こ
と
の
証
文
と
し
て
、『
都
部
陀
羅
尼

目
』・『
貞
元
録
』・『
菩
提
心
論
』
の
文
を
提
示
し
て
い
る
。

『
都
部
陀
羅
尼
目
』：「（『
大
日
経
』の
）大
本
は
十
万
偈
、三
百
巻
の
経
典
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
漢
訳
さ
れ
た『
大
日
経
』

は
略
本
で
七
巻
で
あ
る
」（
第
二
重
の
問
答
の
中
、
答
者
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
）。

『
貞
元
録
』
巻
一
四
：「『
大
日
経
』
七
巻
〈
第
七
巻
は
念
誦
法
で
あ
る
。
唐
の
開
元
十
三
年
（
七
二
五
）
に
洛
陽
大
福
光
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寺
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
た
〉。
…
…
（
中
略
）
…
…
（
善
無
畏
は
）
開
元
十
二
年
に
洛
陽
に
入
り
、
大
福
光
寺
に
住
し
た
。

遂
に
沙
門
一
行
の
た
め
に
『
大
毘
盧
遮
那
経
』
を
翻
訳
し
た
」。

『
菩
提
心
論
』：「『
大
毘
盧
遮
那
経
』
供
養
次
第
法
に
云
く
、「
も
し
真
言
行
者
に
人
々
を
利
益
す
る
力
が
な
い
な
ら
ば
、

真
言
法
に
住
し
て
ひ
た
す
ら
に
菩
提
心
を
観
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
仏
は
、
こ
の
真
言
法
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
修
行
が
含
ま
れ

て
い
て
、
清
ら
か
な
法
を
す
べ
て
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
説
か
れ
た
」。

【
原
文
】

無
畏
感
見
事

不
思
議
疏
上
云
、
和
上
、
受
請
於
金
粟
王
所
造
塔
辺
求
聖
加
被
。
此
供
養
法
、
忽
現
空
中
、
金
字
炳
然
。
和
上
、
一
遍
略

読
分
明
記
著
文
。
安
然
八
家
総
録
破
云
、
義
釈
仁
和
上
本
云
、
三
蔵
於
烏
仗
曩
国

作
此
供
養
法
。
而
此
疏
、
云
空
中
示
現
金
色
字
。
故
人
多
疑
之
文

。

【
訓
読
】

無
畏
感
見
の
事

『
不
（
１
）
思
議
疏
』
上
に
云
く
、「
和
上
、
請
を
受
け
金
粟
王
所
造
の
塔
辺
に
於
て
聖
の
加
被
を
求
む
。
此
の
供
養
法
、
忽
ち

に
空
中
に
現
じ
、
金
字
炳
然
た
り
。
和
上
、
一
遍
略
ぼ
読
ん
で
分
明
に
記
し
著
す
」
と
文
り
。〈
安
（
２
）
然
の
『
八
家
総
録
』
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に
破
し
て
云
く
、「『
義
（
３
）
釈
』
仁
和
上
の
本
に
云
く
、「
三
蔵
は
烏
仗
曩
国
に
於
て
此
の
供
養
法
を
作
る
」
と
。
而
れ
ど
も

此
の
『
疏
』
に
は
、「
空
中
に
金
色
の
字
を
示
現
す
」
と
云
う
。
故
に
人
多
く
こ
れ
を
疑
う
」
と
文
り
〉。

【
典
拠
】

（
１
）『
不
思
議
疏
』
上
：
不
可
思
議
撰
『
大
日
経
供
養
次
第
法
疏
』
巻
上
（
大
正
三
九
・
七
九
〇
頁
中
）。

（
２
）
安
然
の
『
八
家
総
録
』：
安
然
撰
『
八
家
秘
録
』
巻
上
（
大
正
五
五
・
一
一
一
五
頁
上
）。

（
３
）『
義
釈
』：『
大
日
経
義
釈
』
巻
八
（
続
天
全
密
１
・
三
五
二
頁
上
）。

【
解
説
】

次
に
「
無
畏
感
見
の
事
」
で
は
、『
大
日
経
』
巻
七
が
善
無
畏
の
感
得
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
文
と
し
て
、『
大
日

経
供
養
次
第
法
疏
』
の
文
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、割
注
と
し
て
、安
然
撰
『
八
家
秘
録
』
の
記
述
を
載
せ
、『
不
思
議
疏
』

の
文
に
対
す
る
安
然
の
疑
問
も
示
し
て
い
る
。

『
大
日
経
供
養
次
第
法
疏
』
巻
上
：「（
善
無
畏
）
和
上
は
、
要
請
を
受
け
て
金
粟
王
所
造
の
塔
の
辺
に
お
い
て
聖
の
加
被

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
の
供
養
法
が
た
ち
ま
ち
に
空
中
に
現
れ
、
金
字
が
光
り
輝
い
た
。
和
上
は
、
一
遍
読
ん
で
明
ら
か

に
記
録
し
た
」。

『
八
家
秘
録
』
巻
上
：「
円
仁
請
来
の
『
大
日
経
義
釈
』
に
云
う
に
、「（
善
無
畏
）
三
蔵
は
烏
仗
曩
国
に
お
い
て
こ
の
供
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養
法
を
作
る
」
と
。
し
か
し
な
が
ら
、『
大
日
経
供
養
次
第
法
疏
』
に
は
、「
空
中
に
金
色
の
字
が
現
れ
た
」
と
説
か
れ
て

い
る
。
こ
の
ゆ
え
に
多
く
の
人
は
こ
の
説
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
」。

【
原
文
】

無
畏
撰
出
事

十
四
巻
義
釈
八
云
、
阿
闍
梨
、
於
烏
仗
曩
国
撰
出
毘
盧
遮
那
供
養
次
第
法
文
。
安
然
菩
提
心
義
破
云
、
彼
七
巻
、
供
養
法

疏
云
、
和
上
掬多

、
於
金
粟
王
塔
下
感
得
。
文
殊
、
現
金
色
字
於
虚
空
中
、
持
供
養
次
第
法
、
以
授
無
畏
云
云
。
故
知
、
無
畏
、

在
烏
仗
曩
国
出
彼
所
承
、
時
人
不
了
云
三
蔵
撰
出
。
此
義
釈
、
本
三
蔵
説
、
一
行
記
。
智
儼
治
、
温
古
再
治
。
故
本
記
外

多
加
人
言
文
。

【
訓
読
】

無
畏
撰
出
の
事

十
（
１
）
四
巻
『
義
釈
』
の
八
に
云
く
、「
阿
闍
梨
、
烏
仗
曩
国
に
於
て
『
毘
盧
遮
那
供
養
次
第
法
』
を
撰
出
す
」
と
文
り
。

安
（
２
）
然
の
『
菩
提
心
義
』
に
破
し
て
云
く
、「
彼
の
七
巻
は
、『
供
養
法
疏
』
に
云
く
、
和
上
〈
掬
多
〉、
金
粟
王
塔
下
に
於

て
感
得
す
。
文
殊
、
金
色
の
字
を
虚
空
中
に
現
じ
、「
供
養
次
第
法
」
を
持
し
て
、
以
て
無
畏
に
授
く
、
と
云
云
。
故
に
知
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ん
ぬ
、
無
畏
、
烏
仗
曩
国
に
在
り
て
彼
の
承
る
所
を
出
す
も
、
時
の
人
は
了
せ
ず
し
て
三
蔵
の
撰
出
な
り
と
云
う
。
此
の

『
義
釈
』
は
、
も
と
は
三
蔵
の
説
、
一
行
の
記
な
り
。
智
儼
治
し
、
温
古
再
治
す
。
故
に
本
記
の
外
に
多
く
人
の
言
を
加
う
」

と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）
十
四
巻
『
義
釈
』
の
八
：『
大
日
経
義
釈
』
巻
八
（
続
天
全
密
１
・
三
五
二
頁
上
）。

（
２
）
安
然
の
『
菩
提
心
義
』：
安
然
撰
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
（
大
正
七
五
・
四
五
一
頁
下
～
四
五
二
頁
上
）。

【
解
説
】

次
に
「
無
畏
撰
出
の
事
」
で
は
、『
大
日
経
』
巻
七
が
善
無
畏
の
撰
出
で
あ
る
こ
と
の
証
文
と
し
て
、『
大
日
経
義
釈
』

の
文
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
然
撰
『
菩
提
心
義
抄
』
の
記
述
を
載
せ
、『
大
日
経
義
釈
』
の
文
に
対
す
る
安
然
の

疑
問
も
示
し
て
い
る
。

『
大
日
経
義
釈
』
巻
八
「（
善
無
畏
）
阿
闍
梨
は
、
烏
仗
曩
国
に
お
い
て
『
毘
盧
遮
那
供
養
次
第
法
』
を
撰
出
し
た
」。

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
一
「『
大
日
経
』
の
第
七
巻
は
、『
供
養
法
疏
』
に
は
「
和
上
は
、金
粟
王
塔
下
に
お
い
て
感
得
し
た
。

文
殊
が
、金
色
の
字
を
虚
空
に
現
し
、「
供
養
次
第
法
」を
善
無
畏
に
授
け
た
」と
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、善
無
畏
は
、

烏
仗
曩
国
に
お
い
て
感
得
し
た
も
の
の
、
当
時
の
人
々
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
善
無
畏
三
蔵
の
撰
出
で
あ
る
と
言
っ
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た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
大
日
経
義
釈
』
は
、
も
と
は
善
無
畏
三
蔵
の
説
を
一
行
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
智
儼
が

治
し
、
温
古
が
再
治
し
た
も
の
が
『
大
日
経
義
釈
』
で
あ
る
。
よ
っ
て
に
も
と
も
と
の
記
載
の
他
に
多
く
人
の
言
が
加
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」。

【
原
文
】

一
、
梵
経
略
本
有
七
巻
支
証
事

菩
提
心
論
載
供
養
次
第
法
名
字
之
上
、
善
無
畏
三
蔵
、
養
老
元
年
来
朝
見
扶
桑

略
記

、
大
日
経
七
巻
久
米
東
塔
塔
心
柱
納
之
帰
唐
。

養
老
元
年
当
晨
旦
開
元
五
年
。
大
日
翻
訳
者
開
元
十
三
年
也
。
明
知
、
久
米
道
場
七
軸
経
巻
者
可
梵
本
。
又
疏
一
云
、
阿

闍
梨
云
、
毘
盧
遮
那
大
本
有
十
万
偈
。
以
浩
広
難
持
故
、
伝
法
聖
者
採
其
宗
要
、
凡
三
千
餘
頌
文
。
三
千
餘
頌
者
七
巻
経
也
。

是
以
大
師
開
題
云
、
頌
文
三
千
経
巻
七
軸
文
。

【
訓
読
】

一
、
梵
経
略
本
に
七
巻
有
る
支
証
の
事

『
菩
（
１
）
提
心
論
』
に
供
養
次
第
法
の
名
字
を
載
す
る
の
上
に
、
善
無
畏
三
蔵
、
養
老
元
年
に
来
朝
し
〈『
扶
（
２
）
桑
略
記
』
に
見

え
た
り
〉、『
大
（
３
）
日
経
』
七
巻
を
久
米
東
塔
塔
心
柱
に
之
れ
を
納
め
て
唐
に
帰
す
。
養
老
元
年
は
晨
旦
の
開
元
五
年
に
当
た
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れ
り
。『
大
（
４
）
日
』
の
翻
訳
は
開
元
十
三
年
な
り
。
明
か
に
知
ん
ぬ
、
久
米
道
場
七
軸
の
経
巻
は
梵
本
な
る
べ
き
こ
と
を
。

又
『
疏
（
５
）
』
一
に
云
く
、「
阿
闍
梨
の
云
く
、
毘
盧
遮
那
大
本
に
十
万
偈
有
り
。
浩
広
に
し
て
持
ち
難
き
を
以
て
の
故
に
、

伝
法
の
聖
者
は
其
の
宗
要
を
採
る
に
、
凡
そ
三
千
餘
頌
な
り
」
と
文
り
。
三
千
餘
頌
と
は
七
巻
の
経
な
り
。
是
れ
を
以
て

大
（
６
）
師
の
『
開
題
』
に
云
く
、「
頌
文
三
千
経
巻
七
軸
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
菩
提
心
論
』：
伝
龍
猛
撰
『
菩
提
心
論
』（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
下
）。

（
２
）『
扶
桑
略
記
』：『
扶
桑
略
記
』
巻
六
に
、「
或
記
云
、
大
唐
善
无
畏
三
蔵
、
養
老
元
年
入
朝
」（
国
大
一
二
・
八
二
頁
）

と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）『
大
日
経
』
～
に
帰
す
：
平
安
末
期
～
鎌
倉
初
期
成
立
、
作
者
不
明
の
『
和
州
久
米
寺
流
記
』
に
、「
一
、
東
塔
院

大
塔
大
日
経
安
置
事　

此
塔
者
多
宝
大
塔
、
高
八
丈
也
。
遷
二

南
天
鉄
塔
之
半
分
一。
以
二

善
無
畏
三
蔵
基
一

立
レ

之

日
本
最
初
之
多
宝
大
塔
也
。
件
三
蔵
者
、
斛
飯
王
五
十
二
代
玄
孫
、
中
印
度
摩
伽
陀
国
之
大
王
也
。
…
…
（
中
略
）

…
…
玄
宗
皇
帝
敬
為
二
国
師
一。
然
而
依
二
唐
土
辺
州
利
益
之
願
一、
齎
二
持
大
日
経
一。
…
…
（
中
略
）
…
…
求
二
七
軸
安

置
之
場
一、
大
日
本
国
高
市
郡
王
舎
側
、
此
地
最
足
二
称
美
一。
仍
廬
二
東
院
之
岫
一、
而
三
箇
年
七
百
二
十
日
際
。
起
二

立
一
宝
龕
一、
而
号
二
之
東
塔
院
一。
即
以
二
三
粒
之
仏
舎
利
一
納
二
宝
石
之
底
一、
又
以
二
七
軸
之
大
日
経
一
安
二
刹
柱
下
一
」

（
仏
全
一
一
九
・
三
四
頁
下
～
三
五
頁
上
）
と
、
善
無
畏
が
来
朝
し
『
大
日
経
』
七
巻
を
東
塔
院
の
柱
下
に
納
め
た
と
の



―56―

記
述
が
あ
る
。

（
４
）『
大
日
』
の
翻
訳
：
円
照
撰
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
一
四
に
、「
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
七
巻
第
七
一

巻
是
念
誦
法
。
開
元
十
三
年
於
二
東
都
大
福
先
寺
一
訳
」（
大
正
五
五
・
八
七
四
頁
下
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
か
。

（
５
）『
疏
』
一
：『
大
日
経
疏
』
巻
一
（
大
正
三
九
・
五
七
九
頁
下
）。

（
６
）
大
師
の
『
開
題
』：
空
海
撰
『
大
日
経
開
題
』（
弘
全
一
・
六
八
八
頁
）。

【
解
説
】

こ
れ
よ
り
以
下
は
、「
梵
経
略
本
に
七
巻
有
る
支
証
の
事
」・「『
菩
提
心
論
』
の
引
証
を
龍
猛
の
為
す
所
と
為
す
や
否
や

の
事
」
と
い
う
本
条
目
を
補
足
す
る
議
論
で
あ
る
。

ま
ず
「
梵
経
略
本
に
七
巻
有
る
支
証
の
事
」
で
は
、
略
本
『
大
日
経
』
の
梵
本
に
第
七
巻
が
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、ま
ず
龍
猛
が
『
菩
提
心
論
』
で
「『
大
毘
盧
遮
那
経
』
供
養
次
第
法
に
云
く
」
と
、『
大
日
経
』
と
言
っ

て
第
七
巻
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、善
無
畏
の
日
本
来
朝
説
話
を
と
り
あ
げ
て
、善
無
畏
来
朝
を
養
老
元
年
（
七
一
七
）、唐
の
開
元
五
年
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、『
大
日
経
』
の
翻
訳
が
開
元
十
三
年
（
七
二
五
）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
善
無
畏
の
来
朝
は
そ
れ
以
前
で
あ
る

た
め
、
日
本
に
（
善
無
畏
の
来
朝
に
よ
っ
て
）
も
た
ら
さ
れ
た
七
巻
本
の
『
大
日
経
』
は
梵
本
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
大
日
経
疏
』
に
「『
大
日
経
』
の
大
本
十
万
偈
を
伝
法
の
聖
者
が
三
千
頌
と
し
た
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
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を
根
拠
と
し
て
、
こ
の
三
千
頌
の
『
大
日
経
』
が
、
七
巻
本
の
『
大
日
経
』
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、

空
海
は
『
大
日
経
開
題
』
に
お
い
て
、「
略
本
は
、
頌
文
三
千
、
巻
数
七
軸
」
と
説
い
た
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
久
米
寺
説
話
や
『
大
日
経
疏
』・『
大
日
経
開
題
』
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
、
略
本
『
大
日
経
』
の
梵
本
は
七
巻
で

あ
り
、
そ
れ
を
善
無
畏
が
翻
訳
し
た
た
め
、
第
七
巻
も
善
無
畏
の
翻
訳
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
大

日
経
』
第
七
巻
が
仏
説
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
こ
の
議
論
を
載
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

【
原
文
】

一
、
菩
提
心
論
引
証
為
龍
猛
所
為
否
事

難
云
、
訳
者
不
空
、
引
之
歟
。
凡
訳
者
、
或
加
詞
、
或
引
文
証
、
常
事
也
。
何
為
奇
耶
。

会
云
、凡
訳
者
所
為
随
書
不
同
也
。
当
論
者
、訳
者
詞
者
注
加
之
。
是
以
准
毘
盧
遮
那
経
疏
等
文
注
而
非
麁
。
当
文
麁
引
之
。

龍
猛
自
引
証
之
条
無
諍
者
也
。

【
訓
読
】

一
、『
菩
（
１
）
提
心
論
』
の
引
証
を
龍
猛
の
為
す
所
と
為
す
や
否
や
の
事

難
じ
て
云
く
、
訳
者
の
不
空
、
之
れ
を
引
く
か
。
凡
そ
訳
者
、
或
は
詞
を
加
え
、
或
は
文
証
を
引
く
こ
と
、
常
の
事
な
り
。
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何
ぞ
奇
と
為
ん
や
。

会
し
て
云
く
、
凡
そ
訳
者
の
所
為
は
書
に
随
っ
て
不
同
な
り
。
当
論
は
、
訳
者
の
詞
は
之
れ
を
注
加
す
。
是
れ
を
以
て

「
准
（
２
）
毘
盧
遮
那
経
疏
」
等
の
文
は
注
に
し
て
麁
に
非
ず
。
当
文
は
麁
に
之
れ
を
引
く
。
龍
猛
自
ら
之
れ
を
引
証
す
る
の
条
、

諍
い
無
き
も
の
な
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
菩
提
心
論
』
の
引
証
：
伝
龍
猛
撰
『
菩
提
心
論
』（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
下
）。

（
２
）
准
毘
盧
遮
那
経
疏
：
伝
龍
猛
撰
『
菩
提
心
論
』
に
、「
准
二
毘
盧
遮
那
経
疏
一、
釈
二
阿
字
一
倶
有
二
五
義
一。
一
者
阿
字

短
声
是
菩
提
心
。
二
阿
字
引
声
是
菩
提
行
義
。
三
暗
字
短
声
是
証
菩
提
義
。
四
悪
字
短
声
是
般
涅
槃
義
。
五
悪
字
引
声
是
具

足
方
便
智
義
。
又
将
二
阿
字
一
配
二
解
法
華
経
中
開
・
示
・
悟
・
入
四
字
一
也
、
開
字
者
開
二
仏
知
見
一。
即
双
開
二
菩

提
心
一。
如
二
初
阿
字
一。
是
菩
提
心
義
也
。
示
字
者
示
二
仏
知
見
一。
如
二
第
二
阿
字
一。
是
菩
提
行
義
也
。
悟
字
者
悟
二

仏
知
見
一。
如
二
第
三
暗
字
一。
是
証
菩
提
義
也
。
入
字
者
入
二
仏
知
見
一。
如
二
第
四
悪
字
一。
是
般
涅
槃
義
也
。
総
而
言

レ
之
具
足
成
就
第
五
悪
字
。
是
方
便
善
巧
智
円
満
義
也
」（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

【
解
説
】

次
に
、「『
菩
提
心
論
』
の
引
証
を
龍
猛
の
為
す
所
と
為
す
や
否
や
の
事
」
で
は
、『
菩
提
心
論
』
の
『
大
日
経
』
第
七
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巻
の
引
用
は
、『
菩
提
心
論
』
の
撰
者
で
あ
る
龍
猛
が
行
っ
た
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
『
菩
提
心
論
』
の
訳
者
で
あ
る

不
空
が
、
翻
訳
の
際
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
議
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
問
者
は
、
訳
者
が
翻
訳
に
際
し
て
言
葉
や
文
証
を
加
え
る
こ
と
は
常
で
あ
る
た
め
、『
菩
提
心
論
』
に
『
大
日
経
』

第
七
巻
を
引
用
し
た
の
は
、
訳
者
で
あ
る
不
空
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
す
る
。

こ
の
難
に
対
し
て
答
者
は
、『
菩
提
心
論
』
の
翻
訳
に
際
し
て
不
空
が
加
え
た
文
は
「『
毘
盧
遮
那
経
疏
』
に
准
ぜ
ば
」

以
下
の
、
割
注
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。『
大
日
経
』
第
七
巻
の
引
用
箇
所
は
割
注
の
体
裁
に

は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
龍
猛
自
身
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

註
１  『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
二
一
二
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

２
『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
三
二
八
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

３ 

こ
の
「
毛
利
時
賢
」
と
「
毛
利
親
宗
」
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
尚
、
了
賢
の

事
績
等
に
つ
い
て
は
『
密
教
大
辞
典
』
や
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
「
著
者
略
伝
」（
三
三
九
頁
上
～
三
四
〇
頁
上
）
に
詳
し
い
。

４  『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
六
頁
下
～
一
二
九
頁
下
）。

５  『
他
師
破
決
集
』
巻
二
（
真
全
二
一
・
二
五
八
頁
上
）。

６  『
他
師
破
決
集
』
巻
五
（
真
全
二
一
・
三
〇
八
頁
下
）。

７  『
真
言
宗
全
書
』
解
題
で
は
、「
大
覚
寺
殿
」
を
「
性
円
親
王
歟
」
と
推
測
し
て
い
る
（
一
二
九
頁
上
）。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
了
賢
、
徳
一
、『
他
師
破
決
集
』、『
大
日
経
』
第
七
巻
説
者
事
、『
真
言
宗
未
決
文
』


